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西置賜
に し お き た ま

地域
ち い き

の水稲
す い と う

かんがいを守る 

～白川ダム完成以来最低の降雨量を記録～ 

  

 平成２７年８月６日に最上川水系渇水対策支部『注意体制』が設置され、現在も継

続中です。 

 白川ダム流域では、ダム完成以来最低の降雨量（７月～８月の累加雨量）を記録し

ましたが、関係する利水者との綿密な連絡調整と協力体制による白川ダムの運用を行

うなど、渇水に対し関係機関が一丸となって取り組み、渇水を乗り切ることができま

した。 
 
  ７月～８月の累加雨量がダム完成以来最低を記録した白川ダムでは、近年最も渇水 

が深刻となった平成２４年と同程度の貯水率で推移していることから、かんがい用水 

等への安定的な水供給への影響や河川環境の悪化が懸念されました。 

そのため、関係する利水者との綿密な連絡調整と協力体制をとり、ダムからの補給 

と利水者の節水・番水制等の水利用の工夫により、西置賜地域のかんがい用水の供給 

を確保するとともに、河川の生態系への影響が生じないよう努めており、かんがい期 

末（９月８日）まで必要な水量を補給します。 
 
 ■白川ダム流域の降雨状況 

  〇稲作で最も水を必要とする「穂ばらみ期」を含む７月～８月の累加雨量は、 

昭和５６年のダム完成以来最低を記録しました。 

   ［７月～８月流域平均雨量（mm/2 ヶ月）］ 

    ・５ヶ年平均 ４０４mm 

    ・平成２４年 ２５６mm 

    ・平成２７年 １９５mm（５ヶ年平均の約４８％，平成２４年の約７６％） 
 
 ■白川ダムの運用状況 

  〇ダムへの７月～８月の総流入量も、昭和５６年のダム完成以来最低を記録したが、

関係する利水者との綿密な連絡調整と協力体制によるダム運用により、必要な水量

を補給しました。 

   ［７月１日以降の白川ダムからの補給日及び補給量（８月２６日現在）］  

    ・５７日間の内５０日間の補給  約８８％ 

    ・５０日間の合計補給量     約１，０８３万 m3（東京ドーム約９杯分） 

    ・一日平均 約２２万 m3の補給 
     ※補給量：ダムへの流入量以上にダムから放流（利水取水）を行った日及びその放流量（取水量）

が流入量を上回った量の総量（m3） 
 
 ■白川ダム利水補給の効果 

  〇置賜地域１市２町（長井市、飯豊町、川西町） 約 4,000ha の水稲かんがい用水を補給しました。 

  〇飯豊町約 7,200 人の水道用水を補給しました。 
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①降雨量とダムの状況【P2～P3参照】

●ダム流域の７月～８月の累加降雨量は、昭和５６年ダム完成以来最低を記録。
●ダムへの７月～８月の総流入量は、昭和５６年ダム完成以来最低を記録。
●ダムの貯水率は１９％（８月２６日現在）。

→「農業用水等への安定的な水供給への影響」や「河川環境の悪化」が懸念された。

②ダムの取組み【P4参照】

●白川ダムでは、関係する利水者と綿密な連絡調整と協力体制の強化を図った。

→その結果、ダムからの補給と利水者の節水・番水制等の水利用の工夫により、
安定的な水供給（補給）が可能となった。

③関係機関の取組み
●かんがい用水供給区域の利用者である白川土地改良区では、

「6月17日からの番水制による水利用の工夫」と「8月19日より25％程度の節水努力」を行った。
●発電用水利用者である山形県企業局村山電気水道事務所では、

かんがい用水の節水によりダム放流量が減少し発電最低取水量を下回ったため、
8月19日から発電を停止し水供給の安定化に寄与した。

④白川ダムからの利水補給による効果【P7参照】

●置賜地域１市２町（長井市、飯豊町、川西町）約４，０００haの水稲かんがい用水を確保し、
水稲の健全な生育に寄与した。

●飯豊町上水道における給水人口約７，２００人の水道用水を確保し、
安定的な水道水供給に寄与した。

西置賜地域の水稲かんがいを守る
～白川ダム完成以来最低の降雨量を記録～
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◆5月以降の小雨傾向により、農業用水等への安定的な水供給への影響や河川環境の悪化が懸念されたため、
８月６日に「最上川水系渇水対策支部（注意体制）」を設置し、適正な取水管理や渇水時の迅速な対応を図
るため、利水関係者等と連携を図り、渇水被害の防止・軽減に努める。

◆８月７日に「最上川水系渇水情報連絡協議会（幹事会）」を開催し、関係機関の情報交換を行い、認識の共
有を図り、今後の節水への協力を呼びかける。

◆8月中旬には、白川ダムの利水関係機関と貯水位低下に伴う今後の取水計画及びダムからの補給計画について
調整をした。
その結果、8月19日より、かんがい用水供給区域の利用者による25%程度の節水努力と発電用水利用者によ
る発電停止を行った。。

◆8月25日に「第１回 白川ダム利水調整会議」を開催し、白川ダムの状況と利水状況等について、関係機関と
情報交換・共有を行い、8月19日より実施している25%程度の節水を継続し、かんがい期間（9/8）のかん
がい用水供給確保に努めていくことを合意。

月 日 会議名等 議事内容等

6月1日 最上川水系渇水情報連絡協議会 関係機関との連絡調整・協力体制等の共有

６月18日 白川水利調整会議 白川ダム利水関係機関との連絡調整・協力体制等の共有

8月6日 最上川水系渇水対策支部（注意体制）

8月7日 最上川水系渇水情報連絡協議会（幹事会） 最上川流域の流況状況と今後の予報を報告し、渇水対策について意見
交換を実施

8月11日～
20日

白川ダムの利水関係機関との利水調整 8月19日より、かんがい供給区域の25％程度の節水努力及び発電停止
を決定。

8月25日 第1回 白川ダム利水調整会議 白川ダムの状況と利水状況等について、関係機関と情報交換・共有を
行い、今後の対応について意見交換を実施。

適切な流水管理に向けた取組みと渇水対策体制の経緯一覧

平成27年渇水における関係機関との連携・調整


